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知識社会におけるキー・コンピテンシーと学校教育

藤原幸男＊

KeyCompetenciesandSchoolEducationinKnowledgeSociety

YukioＦＵＪＩＷＡＲＡ

1．知識社会とは何か なり、知識を使って何か新しいものを生み出すこ

とに経済的価値の源泉をおいている。経済的価値

の源泉は、個々人の知識や能力、アイディアによ

り多く依存する。

現代の経営者は、企業活動において、製品開発．

設計のための創造的な活動、マーケッティング手

法が必要であり、これらについての専門的知識が

生み出す価値を重視しなければならない。企業は

協働してこのような専門的知識をたえず創出する

とともに、組織全体で共有・改良し、状況の変化

に合わせて最適なものに仕上げていかなければな

らない。このような知識の増大によって、収益を

高め、成長することが求められているのである。

現代社会は、ＩＣＴ（情報通信技術）の発展とグ

ローバル化によって特徴づけられている。ICTの

発展とグローバル化によって知識は瞬時に国境を

越えて移動する。このことは、知識の共有化を促

進するとともに、知識をめぐって世界的規模での

競争を生み出す。

ドラッガーは、知識社会としてのネクスト．ソ

サエティには、①知識の容易な移動により境界の

ない社会となる、②万人に教育機会が与えられる

がゆえに情報移動が自由な社会になる、③万人が

知識を手にいれ、しかも万人が勝てるわけではな

いがゆえに、成功と失敗の並存する社会となる、

の３つの特質をあげ、「これら３つの特質のゆえ

に、ネクスト・ソサエティは、組織にとっても一

人の人間にとっても、高度に競争的な社会になる」

という。しかも、情報技術による伝達の容易さと

ポスト資本主義社会において、世界は知識を基

盤にした社会、すなわち知識社会に変わってきて

いる。製品を動かし、それを使って社会的に有用

な活動を行うには、知識を修得し、使いこなせる

ようにしなければならない。たとえば、車の整備

工にしても、「整備工が読まなければならない修

理マニュアルが前世紀には200ページ程度であっ

たものが、今日では約14,000ページもの膨大なも

のとなっていて、これを読みこなせないと整備工

としてうまく仕事をすることができないという状

況になっている」のであり、「このような能力、

知識がありとあらゆる分野で要求されるようになっ

ているのである｣('１

知識社会においては、知識は急速に陳腐化する

ので、「高い動機を持って知識を常に新しくして

いかなければならない｣。そればかりか、知識の

質をたえず高めていくことが要求される。それぞ

れの分野における知識の質を高めていくためには、

｢知識を取り上げて分析し、比較し、批判し、評

価する」ことが必要だし、「仮説を立てたり、発

見したり、発明したりすることができる」ことが

必要である｡(2)このことを保障する教育システム

を創出し、教育の場でこのようなことを経験した

者が社会に出ていき、知識社会の担い手になるこ

とが重要な課題となる。

現代の生産活動は物的設備、原材料費、労働コ

ストだけでは成り立たない。知識が中核の資源と
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スピードが、グローバル・レベルの競争をせまり、

競争力はグローバル・レベルにあるべきことを要

求する｡(3)

ＩＣＴ（情報通信技術）の発展は万人を創造の担

い手にし、協働による新しい共生社会の創造に寄

与する。ケータイやパソコンの驚異的な普及によ

り、誰でも、いつどこでも手軽に情報の検索．共

有・発信ができるようになった。いまや、だれで

も知識創造活動の主体になれるのである。問題意

識を共有する主体同士の交流と連携がメール一本

で容易になり、このことが協働による新しい共生

社会の創造の可能性を生み出している。

「食の安全性を求める関心や認識から出発し、

遺伝子組み換え作物に対してその問題性を批判的

に理解した草の根運動が、地産地梢といった考え

方や知識を形成し異なる制度を作り出そうとして

いる」ように、「多様なアクターが能動的に知識

生産という営みをとおして社会をより多元で豊か

なものにしていける可能性が『知識社会』には含

意されている｣(4)といえる。

ところが、よい面だけではない。インターネッ

トなどで他者の開発した知識をすばやく盗み、自

分の企業の製品開発に転用して、国際競争に勝と

うとする動きが頻繁に起こっている。さらに、人

間関係においても、メールは、匿名性を悪用して

気に入らない者に対して執勧に誹誇．中傷を繰り

返し、攻撃する鋭利な武器ともなっている。新し

い対立と憎悪を発生させ強める道具にもなってい

るのである。

現代社会は知識を基盤とした社会である。他者

と関わるケータイやパソコンにしても、それに関

する知識の獲得と活用が必要で、それを基軸とし

て諸活動が生成・発展していくのだが、このこと

は一方では人と人を結びつけ協働を生む可能性が

あるが、他方で競争を激化し、孤立に追い込む可

能性も否定できない。

だとすると、社会の発展を見すえて、知識社会

の中でどのような能力をどのような全体構造の中

で育てていかなければならないのか、を明らかに

していく必要がある。さらに、それをどのような

場でどのように育成するかを、考えていく必要が

ある。

２．キー・コンピテンシーの概念

ＯＥＣＤ（経済開発協力機構）の「コンピテンシー

の定義と選択：その理論的・概念的基礎」プロジェ

クト（DeSeCo）は、1997年末から、現代及び将

来の課題解決に必要な広い範囲の能力にとっての

理論的・概念的基礎の提供に着手した。DeSeCo

は研究の成果を取りまとめて、2001年に最初の報

告『キー・コンピテンシーの定義と選択』を刊行’

し、2003年に最終報告『人生の成功と正常に機能

する社会のためのキー・コンピテンシー』を刊行

した｡(5)以下では、最終報告『人生の成功と正常

に機能する社会のためのキー・コンピテンシー』

にもとづいて、キー・コンピテンシーの定義と構

造について述べることにする。

人が学ぶ力は知識・技能の習得と活用に関わる

だけでなく、自分たちの人生や人間関係自体、そ

して社会自体を変える力を持っているとし、個人

の人生にわたる根源的な学習の力として、コンピ

テンシーということばを用いている｡(6)

OECDは知識社会における能力の育成を促進す

る政策の開発を課題としているが、そのさい、

｢生産的な経済や民主的なプロセス、社会的な団

結や平和の概念を含むものとしてよく教育された

市民の潜在的社会的利益を考えながら、人生の成

功と良好に機能する社会という観点を通して、コ

ンピテンシーを問うというアプローチをとってい

る」とし、「個人的なレベルでは、コンピテンシー

の潜在的利益は、労働市場や政治的プロセス、社

会的なネットワークへの参加の成功を含むものだ

し、個人の人生にとって意義ある人間関係や一般

的な満足を伴う」としている｡(7)ここには、政治

的・社会的な参加による良好に機能する社会の建

設と結びつけながら個人の人生の成功を確立する

という、言ってみれば市民としての学習力をどの

ように青成するかの視点が明確である。

コンピテンスは、心理社会上の前提条件が流動

する中で、固有の文脈に対して、その複雑な要求

にうまく対応する能力と定義されている｡('')これ

は要求志向的アプローチ・機能的アプローチだと

いえる。

コンピテンスの内部構造として、知識、認知的

スキル、実際的スキル、態度、感情、価値観と倫

－９６－



藤原：知識社会におけるキー・コンピテンシーと学校教育

人および社会のレベルで高い価値をもつ結果に貢

献する、２）幅広い文脈において、重要で複雑な

要求や課題に応えるために有用である、３）すべ

ての個人にとって重要である、という３つの一

般的基準を満たすものである、としている｡(M１

理、動機づけが存在し、これらの構成要素が一体

となってコンピテンスとして力を発揮する。

コンピテンスにおいて、認知的スキル・知的能

力（分析的で批判的な思考スキル、意思決定スキ

ル、一般的な問題解決スキル）および知識基盤が

決定的な精神的資源を構成する。

要求に対応し、目標を完遂するには、動機づけ、

感情、価値観といった社会的・行動的な構成要素

を動員することが必要である｡(9)たとえば、市民

参加の要求への対応には、民主主義原理の知識、

政治的コミュニケーションを説明する技能、公的

機関、国家、女性の昇進、政治的権利と関わる姿

勢、市民が関わる活動への参加の期待が関わる。

ただし、これらがどのように組み合わされ、動員

されるかは、そのときどきの要求の文脈に依存す

る。こうして、「コンピテンシーは要求との関わ

りで概念化され、また特定の場面における個人の

行為（意志、理由、目標も含む）によって実現さ

れていく」のである．('0）

ここで適応というのは消極的なものではなく、

むしろ主体的で積極的なものである。要求(Ⅲ)の

文脈とコンピテンシーは弁証法的相互作用をもち、

創造的・変革的でさえある。「人生の異なる領域

の中でコンピテンシーが適用されるケースにおい

て、適応とは、積極的にある社会的分野において

発達した知識、技能、戦略を用いること、新しい

分野を分析すること、そして新たな状況の要求に

応じて、もとの知識、技能、戦略を翻訳し適応さ

せることを含んでいる」のである．(uj

DeSeCoでは、個人に基礎を置くコンピテンシー

に焦点をあてているが、グループやコミュニティ

が直面する要求への配慮も重視している。そこで

は集合的コンピテンシーが重要になるが、それは

個人のコンピテンシーとの相互作用の中で形成さ

れていく。この側面は、後で述べるキー・コンピ

テンシーの３つのカテゴリーの一つ、社会的に異

質な集団での相互作用の中に位置づけられてい

る｡(I3I

DeSeCoでは、重要で大切なコンピテンシーと

いう意味で、キー・コンピテンシーの概念を用い

ている。キー・コンピテンシーは、個人に基礎を

置くコンピテンシーであるとし、１）全体的な人

生の成功と正常に機能する社会という点から、個

３．キー・コンピテンシーの参照枠の要素

としての反省'性

DeSeCoは、1999年10月の第１回DeSeCo会議

およびその後のワークショップをとおして、キー・

コンピテンシーの概念に関する幅広い合意を形成

し、キー・コンピテンシーに関する理論にもとづ

く参照枠を形づくっている。

この参照枠には、２つの主要な要素がある。一

つは、精神的複雑さのレベルの具体化であり、二

つには、キー・コンピテンシーの３要素によるカ

テゴリー化である｡(M，）

精神的複雑さについては、反省性という概念を

提出している。現代生活の諸領域における挑戦に

対応するには、決められた公式を「適用」するの

ではまったく不充分であり、それを越えるような

能力を必要としている。そのためには、「精神的

複雑さの自己著述的秩序」（ケーガン）を必要と

する。この「秩序」は、個人が「経験から学び、

自ら考える」ことを可能にするような批判的スタ

ンスと思慮深さを必要とする。

ケーガンによれば、「精神的複雑さの自己著述

的秩序」は、次のようなことを必要とする。

●社会化の圧力から一定の距離をとり、私たち

に向けられた期待や要求についてあらゆる方向か

ら判断することができる。

●私たちが感情や思考を作り出す主体であると

いう事実に責任をもつこと。

●明確な抽象あるいは価値観を生み出し、それ

らに優先順位をつけ、その間の対立を内的に解決

する、より複雑な抽象化あるいは価値観の体系を

作り出すこと。

これを手がかりとして、DeSeOoは、さまざま

な人生の状況において成人が直面する精神的な課

題に対応するために必要な能力のレベルとして反

省性の意味をとらえるために、次の３つの概念を

示している。

－９７－
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一社会空間を乗り切ること

社会領域は、独自の課題や利害、異なった形態

の資本、領域内の主体間の闘争によって特徴づけ

られる。それはゲームに似ており、ゲームにおい

てプレーヤーであるためには、「問題になってい

る領域に特有の知識、価値観、ルール、儀礼、コー

ド、概念、言葉、法律、機関、および対象物」に

慣れ親しむ必要がある。何よりも、過去の経験に

おいてすでに出会ったパターンを認識したり、以

前に経験した状況と新たに経験する状況の類似性

を認識したり、世界における活動を導くためにパ

ターンを活用することが重要である。

－差異や矛盾に対処すること：「あれかこれ

か」を越えて

多様な世界は、明らかに矛盾し、相容れない目

標を同じ現実の諸側面として統合することによっ

てうまく解決することを要求している。多元的で

しばしば対立する側面に、うまく思慮深いやり方

で対処することが求められており、解決策や解決

方法が１つではないことを認識することが必要で

ある。矛盾していたり、あるいは互いに相容れな

い考え方、論理、立場の間に存在する多くのつな

がりや相互関係を考慮に入れつつ、より統合的な

やり方で考え行動することを学ばなければならな

い。

－責任をとること

個人は単に適合的なのではなく、革新的で、創

造的で、自己主導的で、内発的な動機づけをもち、

さまざまな社会領域において自らの決定や行動に

責任が持てることを期待されている。このことは、

自己中心的、個人主義的な行動の概念化とは関係

がなく、社会的コミュニティにおける理解可能な

認識に依存している。

社会的目標、教え．伝えられてきたこと、人生

全体の視点から、どのような振る舞いが正しいの

か、あるいはまちがっているのか、にてらして、

自らの行動を振り返り、評価することが求められ

ている。

３つの概念における精神的複雑さの高次レベル

は、批判的思考や思慮深い実践の全体的な発達を

必要とする。そのためには、個人が「社会化のプ

ロセス」から距離をおき、自律した判断ができ、

自らの行動に責任をとれるようになるまで、十分

に社会化される必要がある。

以上見たように、「反省性は、キー能力の内部

構造に関わっており、要求と行動に立脚したキー・

コンピテンシーの概念化に関連する重要な横断的

特徴である｣。

４．キー・コンピテンシーの３カテゴリー

DeSeCoは、領域を越えて共通するキー・コン

ピテンシーを、３つにカテゴリー化した。３つの

カテゴリーとは、「社会的に異質な集団で交流す

ること｣、「自律的に活動すること｣、「道具を相互

作用的に用いること」である。「社会的に異質な

集団で交流すること」は他者との個人の交流、

｢自律的に活動すること」は相対的な自律性とア

イデンティティ、「道具を相互作用的に用いるこ

と」は道具を通しての世界との相互作用に特有の

強調点がある。

DeSeCoでは、この３つのカテゴリーは、現代

生活において有能な行動をとるための条件として

の高次の精神的複雑さの発達を含意している、と

いう。自律的に活動するためには、社会領域を乗

り切るために必要な精神的なプロセスが必要だし、

多様性への対処や責任の遂行が必要になる。この

ことは他の２カテゴリーにも共通する。また、逆

に、３カテゴリーは、個人が関連するすべての社

会領域において能動的で責任ある役割を果たすよ

うにエンパワーする能力を構築する基盤を構成す

るのである｡('6）

とかくするとカテゴリーの内容のみに注目され

るが、高次の糖神的複雑さの発達との関連で３カ

テゴリーをとらえていることに注意する必要があ

る。

（１）社会的に異質な集団で交流する

人間は自己概念、アイデンティティ、社会的な

意味を、他者とのつながりに依存している。アイ

デンティティは、環境との関係、他者との対話・

交流によって発達する。私たちは緊密な関係のネッ

トワークの中で生活し、協力し、競争し、分かち

合っている。グローバル化の広がりが示すように、

社会的に異質な集団の中で交流することは、同じ

言語、記憶、歴史、文化、社会経済的背景を共有

していない人々との社会的結びつきや共存の発展

－９８－
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その意味で、対立は社会的現実の一部であり、人

間関係に内在し、自由と多元主義の見返りとして

存在する。対立に前向きに接近するカギは、それ

を全面的に避けたり、排除しようとしたりせず、

それを対処すべきプロセスととらえ、賢明で、公

正で、効率的なやり方で対処することである。

この能力は、他者のニーズや利害を考慮し、あ

る問題の当事者が他者を犠牲にしてそのすべての

目標を達成しようとするのではなく、すべての当

事者がある程度利益を得ることが望ましいと考え

ることを前提としている。対立の原因、およびす

べての立場から理由づけを分析し、異なった立場

を取りうることを認識することである。そこから

問題を構成し直すこと、ニーズと目標に優先順位

をつけること（この状況で何をあきらめることが

できるか）が対立の処理と解決に必要である。

（２）自律的に活動する

自律的に活動するとは、関係している他者の期

待によって自らを方向づけるのではなく、自分の

基準を用いて自らを方向づけて関係の条件を作り

出すことである。自律的に活動することは、２つ

の相互に関連し合った重要な考え方を組み込んで

いる。１つは、自らを定義づけ、個人的アイデン

ティティを発展させることであり、もう１つは､．

与えられた文脈において決定したり、選択したり、

能動的で思慮深く責任ある役割を果たしたりする

という意味で相対的な自律性を行使することであ

る。相対的な自律性とは、それぞれの組織や場の

限界の範囲内でできうるかぎり個人を自律的にす

るということである｡u8）

知識社会における活動はしばしば組織活動をと

もなう。それをふまえて、ここでは自律的に活動

するとは、独立して１人で活動するのではないこ

とを明確にしていることに注目したい。その上で、

組織との関わりで、「組織や場の限界の範囲内で」

自律的に選択・決定し、個人の責任を果たすこと

を問題にしているのである。

このカテゴリーにおいて、責任と思慮深さをもっ

て自律的に活動することは、次の３つの下位のコ

ンピテンシーから構成される｡('9）

①大きな展望・文脈の中で活動する

この能力は、問題になっている事柄をグローバ

ルなレベルで理解し、自らの役割と行動の結果を

に関わる。

このカテゴリーには、①他者とうまく関わるこ

と、②協力すること、③紛争を処理し解決するこ

との3つが下位区分されるが、いずれも他者と思

慮深く責任を持って交流することに関わる｡u7l

①他者とうまく関わる能力

この能力は、他者との人間関係の開始、維持、

発展を可能にする。他者の価値観、信念、文化、

歴史を尊重し、大切にすることが、前提となる。

さらには、共感することが前提となる。共感はそ

の人の視点に立って状況を想像し、その人の感じ

ることをわがことのように感じることである。こ

の共感は、自分にとって当たり前と感じていたこ

とが他者にとってはそうではなく、自分にとって

の当たり前が共有されていないことに気づかされ

ることになる。このときに、自らの違和感情や内

面の気分をうまく対処することが重要になる。

②協力する能力

現代生活の多くの要求や目標は、同じ利害、目

的、あるいは確信を共有する人々が、職場、市民

組織などの集団として力を合わせることを必要と

している。このキー・コンピテンシーは、共通の

目標に向かって他者と協力し、一緒に仕事をする

能力である。

DeSeCoでは、ここでの焦点は、集団全体とし

て必要とされる能力ではなく、集団の個々の成員

が必要とする能力であるとしている。そこから、

この能力の重要な要素には、まず、自らの考えを

提示し、他者の考えに耳を傾けること、枠組みを

切り替えて異なる視点から問題に接近すること、

他者の役割・責任および全体目標との関係で自分

の役割や責任を理解すること、自らの自由を制限

してより大きな集団に調和すること、議論の力学

を理解すること、連帯の限界を探知し戦術的・持

続可能な提携を構築すること、対立する利害の間

で妥協を図ることなどが中心に位置づくとしてい

る。最後に、この能力は交渉し合意を築くこと、

異なった色合いの意見を許容する決定を行うこと

をともなっている、という。

③対立を処理し解決する能力

この能力は、対立を処理し、解決し、対立する

利害を調整し、許容しうる解決策をみつけだす能

力である。対立は生活のあらゆる側面で生じる。

－９９－
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より広い文脈（歴史的、文化的、環境的）で理解

できることである。このことは、個人が公正で責

任あるやり方で行動するのを確実にするのを助け

る。

②人生計画と個人的なプロジェクトを設計し実

行する

私たちが義務、目標、夢（達成しなければなら

ないこと、達成すべきこと、達成したいこと）を

もっているとすると、それを達成するためのアイ

ディアや計画を作成しなければならない。そのさ

い、その計画が自分の人生において意味を持ち、

またより大きな人生計画と一致するようにする必

要がある。

人生計画と個人的なプロジェクトを設計するに

は、未来志向であること、すなわち楽観主義と潜

在的可能性を前提とする。同時に、アクセスでき

る資源・必要な資源を見つけ出し、評価すること、

そしてプロジェクトを実現するための適切な手段

を選択することが必要である。さらに、目標に優

先順位をつけ、その意味を明確にしたり、効率的、

効果的なやり方で自らの資源を使ったりすること

を必要とする。このことは、自己管理能力、自ら

学習し仕事をする能力という用語で表現されるこ

とが多い。

③自らの権利、利益、限界、ニーズを守り、主

張する

選択肢をもち、ニーズに応え、責任を取るため

には、自らの利益、権利、限界、ニーズをつねに

守らなければならない。自らの権利を擁漉し、主

張することは、自律した活動の根底に位圃づく。

必要があれば調査を通じて、自らの権利、ニーズ、

利益を明らかにし、評価すること、またそれらを

能動的に主張したり、擁護したりすることは、個

人に任されている。この能力の発達により、個人

は権利を主張し、尊厳ある存在を保証され、自ら

の人生に対してより大きなコントロールができる

ようにエンパワーされる。

（３）道具を相互作用的に活用する

グローバル経済と現代社会の社会的・専門的要

求は、コンピュータなどのものとしてのツールだ

けでなく、言語、情報、知識のような社会文化的

な道具の活用に対する熟練を必要としている。

ここでは、「相互作用的」ということが重要に

なる。私たちは道具を通じて世界と出会う。この

出会いが世界を意味づけ、世界の相互作用におけ

る有能さを作り出し、変化への対処や新たな長期

的課題にどのように対応するかを明確にする。そ

こで、道具の相互作用的活用能力とは、道具の活

用を通じて確立される新しい形の相互作用を認識

し、日常生活における自己の行為・行動をそれに

適合させる能力を意味している｡(20）

このカテゴリーには、次の３つの能力が関連し

ている。①言語、シンボル、テクストを相互作用

的に活用する、②知識や情報を相互作用的に活用

する、③技術を相互作用的に活用する、の３つで

ある。

①言語、シンボル、テクストを相互作用的に活

用する

この能力は、言語スキル（話しことばと書きこ

とば）や、計算その他の数学的スキル（たとえば

グラフ、表、さまざまな形のシンボル）をさまざ

まな状況（家族、職場、市民生活）において効果

的に活用することに焦点があてられる。これは、

社会や職場でうまく機能し、個人的・社会的な対

話に効果的に参加するために不可欠な道具である。

この能力は「リテラシー」という用語で呼ばれる

ことがある。

このキー能力の例としては、ＰISAで定義され

た読解リテラシーと数学的リテラシーの枠組みが

あげられる。読解リテラシーは、「自らの目標を

達成し、自らの知識と可能性を発達させ、効果的

に社会に参加するために、書かれたテクストを理

解し、利用し、熟考する能力である」と定義され

ている。数学的リテラシーは、「数学が世界で果

たす役割を見つけ、理解し、現在および将来の個

人の生活、職業生活、友人や家族や親族との社会

生活、建設的で関心をもった思慮深い市民として

の生活において確実な根拠に基づき判断を行い、

数学に携わる能力」と定義されている｡(21）

読解リテラシーでは、社会参加を目標としてあ

げており、社会的、文化的、政治的関与を重視し

ている。読解には相互作用的な性質があり、テク

ストに連動して自分の考えや経験を呼び起こし、

自分の考えや経験と結びつけて熟考することが求

められている。

数学的リテラシーでは、思慮深い市民としての

－１００－



●■

藤原：知識社会におけるキー・コンピテンシーと学校教育

５．学校におけるキー・コンピテンシーの

育成

生活を問題にし、その視点から生活において確実

な根拠に基づいて判断することの重要性を訴え、

それを能力として形成することを求めている。

②知識や情報を相互作用的に活用する

人生のあらゆる分野でうまくやっていくために

は、個人は知識や情報にアクセスするだけでなく、

それらを効果的に思慮深く責任を持って活用する

必要がある。この能力は、たとえば、製品やサー

ビスの選択や、選挙や住民投票における選択を調

査したり、評価するような状況において不可欠で

ある。

このキー能力の具体例は科学的リテラシーであ

る。ＰISAにおいては、科学的リテラシーは「自

然界および人間の活動によって起こる自然界の変

化について理解し、意思決定するために、科学的

知識を使用し、課題を明確にし、証拠に基づく結

論を導き出す能力」と定義づけられている｡(22’

このキー能力は、知識や情報の社会的、文化的、

思想的文脈と影響を批判的に考察することが必要

である。情報源とともに情報の質、適切さ、価値

を批判的に評価する必要がある。この情報能力は、

意見を形成し、意思決定を行い、賢明で責任ある

行動をとるための土台として必要である｡脚

③技術を相互作用的に活用する

この能力は情報、コミュニケーション、および

コンピュータ技術に関係している。DeSeCoにお

いて定義された技術能力は技術の習熟以上のもの

を含んでいる。技術に適応する能力は技術能力の

重要な側面であるが、その全面的な力が実現され

るのは、技術によって可能になる新しい形の行動

や相互作用への認識が得られ、日常生活において

その可能性を活用する能力がある場合である。イ

ンターネットやメールを使うには、それほどの技

術的スキルは必要とされないが、その技術が人々

の働き方、情報へのアクセスの仕方、他者との関

わり方を変容させる可能性を持っている。このよ

うな変容について考えたときにはじめて、それら

の真の可能性が現実化される。技術の目的や機能

を全般的に理解しその可能性を構想する能力を形

成することが、技術の習熟以上に重要である｡(剛）

これまでキー・コンピテンシーの概念と構造を

みてきた。キー・コンピテンシーは現代および将

来の課題解決に必要な広い範囲のコンピテンシー

を示している。反省性（省みて考える力）を中核

にして、自律的な行為、異質な集団との交流、対

話への道具活用という３カテゴリーを実践する。

しかも、「人生の成功」と「正常に機能する社会」

という個人と社会の両方をみすえて、相互関連を

生み出すことをめざしている。

学校はキー・コンピテンシーの育成に大きな影

響を与える。学校はキー・コンピテンシーが育つ

ような環境を用意しなければならない。教師の指

導と援助のもとで自主的な活動を生成・発展させ、

協働の中で総体として反省性の発達と３カテゴリー

の能力が育つように、豊かで充実した活動を保障

しなければならない。

今日の日本の学校の状況をふまえれば、学校に

おけるキー・コンピテンシーの育成は次のことを

課題としているといえる。

まず第１に、学級の生活上必要な課題を解決し

たり、学級の生活を発展させるような取り組みを

展開したりすることである。我が国ではこのよう

な取り組みを学級づくりという視点から自治的に

展開してきた伝統がある。その伝統を生かしなが

ら、子どもたちで、「①他人といい関係をつくる、

②協力する.チームで活動する、③争いを処理し、

解決する」ことを体験的に学んでいくことが重要

である。この活動が質的に発展していく中で、自

律的に活動する能力（①大きな展望の中で活動す

る、②人生計画や個人的プロジェクトを設計士実

行する、③自らの権利、利害、限界やニーズを表

明する）が育ってくる。

第２に、学級の文化的・社会的活動および「総

合学習」・「教科学習」において、ローカルな素

材からグローバルな課題の追求に発展していくよ

うな題材を取り上げて●個人的および協働的に追

求する活動を組織的に展開することである。この

ような活動に付随して、重要なキー・コンピテン

シーが育つのである。

第３に、学級の文化的・社会的活動および「総

-101-
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合学習」・「教科学習」において、言語、シンボ

ル、テクストを相互作用的に用い、知識や情報お

よび技術を相互作用的に用いることによって世界

と出会い、他者と出会い、意味世界を広げ、編み

直すことである。このような文脈の中に読解リテ

ラシー・数学的リテラシー・科学的リテラシーを

位置づけることが重要である。これらのリテラシー

をツールとして、世界と出会い、他者と出会い、

意味世界を広げ、編み直すことを経験させなけれ

ばならない。

第４に、キー・コンピテンスは、主要には、臨

床的関係において活動あるいは学習の状況を共有

している教師や子どもの自己評価と相互評価をと

おして育成度が明らかになるということを、子ど

もと教師の間で認識しておくことである。そして

この認識を学校全体に広げ共有することである。

ＰISAなどの国際学力調査は、国際標準として

のコンピテンスの中の－部として限定的な性質を

持つリテラシーの学校での育成の不充分さを具体

的に認識させてくれるとともに、反面で、国際比

較は国内におけるテスト主義の発生と波及という

形で教育を変質させ、学校においてコンピテンシー

をゆたかに育成する環境を破壊することになりか

ねないという問題点をきちんと認識することが

重要になる｡(25）

れた『知識』であっても、それを人間の創造的

行為の所産として永続的に共有し続ける手立て

を講じない限り、『知識』に込められた人間性

それ自体が消費しつくされる恒常的事態は避け

られない」と指摘している。（岡田章宏「我が

国における新自由主義的構造改革批判の－断面｣、

『ポリティーク』第12号、225～228ページ。

(4)後藤彰「知識の包括的概念モデル－－知識社

会の中で知識生産することの含意一]、『大学

院研究年報・総合政策研究科篇』第６号、中央

大学、2002年、225-226ページ。

(5)最初の報告のもとになった第４回OECD／IＮ

ＥＳ（教育インディケータ事業）総会の会議文

書における報告（ドミニーク.Ｓ・ライチェン、

ローラ.Ｈ・サルガニク「主要能力の定義と選

択｣）は、渡辺良（研究代表者）『ＯＥＣＤ教育

インディケータ事業の動向と評価に関する研究、

中間報告（２）』に日本語訳が収録されている。

最終報告は、ドミング.Ｓ・ライチェン、ロー

ラ．Ｈ・サルガニク編（立田慶裕監訳）『キー・

コンピテンシー』明石書店、2006年として公刊

されている。

(6)ドミング.Ｓ・ライチエン、ローラ．Ｈ・サ

ルガニク編（立田慶裕監訳）『キー・コンピテ

ンシー』明石書店、2006年、７～９ページ。同

書では、コンピテンシーと並んでコンピテンス

の用語が使われているが、両者は同じ意味であ

ると見てよい。

(7)同上、２７ページ。

(8)同上、６５ページ。

(9)同上、６７ページ。

(10）同上、６９ページ。

(11）日本語訳（『キー・コンピテンシー』明石書

店、2006年）では需要ということばがあてられ

ている。需要は経済学用語で、需要一供給とい

う文脈の中で使われ、教育用語としてはなじま

ない。ここでは、要求ということばに直してい

る。

⑫同上、７０ページ。

(13）同上、７２～73ページ。

(14）同上、８８～90ページ。

(15）同上、９５ページ。以下の反省性の記述につい

ては、９５～103ページにもとづく。

注

(1)国立教育政策研究所編『日本の教育が見える

－教育インディケータ事業（INES）と生徒

の学習到達度調査（PISA）2000年調査結果か

ら掘り下げる日本の教育の現状－－』

2004年、７ページ。

(2)同上、６～７ページ。

(3)Ｐ.Ｆ・ドラッガー（上田淳生訳）『ネクスト・

ソサエティ』ダイヤモンド社、2002年、５～６

ページ。岡田章宏は、我が国の労働環境を見る

と、ドラッガーの予見が現実の中で具現化して

いるとし、「自発的協力」原理による「協力社

会」の実現を追求する論者よりも、ドラッガー

の描くイメージのほうが説得的であるように思

われる、と述べている。そして、知識に関わっ

て、「『自発的協力』原理に基づいて練り上げら

－１０２－
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(16）同上、104～105ページ。

(17）同上、106～109ページ。

(18）同上、110～111ページ。

(１９同上、111～116ページ。

'0）同上、116～117ページ。

Cl）国立教育政策研究所編『生きるための知識と

技能②－ＯＥＣＤ生徒の学習到達度調査

（PISA）2003年調査国際結果報告書一』ぎよ

うせい、2004年、１３～17ページ。

､D同上、１７～18ページ。

⑪同上、119ページ。

(24）同上、119～121ページ。

㈱岩川直樹「顔を奪うシステムーー全国一斉学

力テストの忌まわしき作用一｣、『世界』２００７

年５月号を参照。岩川は、「教師と子どもの臨

床的関係において、テスト結果は、それぞれの

子どもの学びの意味や価値を読み解く多角的で

繊細ないとなみのなかに、あくまでもその素材

のひとつとして組み込まれているにすぎない」

が、全国一斉学力テストは「教師と子どもの臨

床的関係において生起する複雑さやゆたかさの

すべてを捨象した『データ』をつくりだす」ば

かりか、「『教育の成果』を比較可能にみせる唯

一の指標としての特権的な地位を猫得する｣。

その結果、「学力テストは、教育実践の内側で

その手段のひとつとして機能するものから、教

育実践の外側でそれを支配するためのものに転

化する」と述べている。このことに注意する必

要がある。

－１０３－


